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裏 津 字 岳 と 安 和 岳 の 植 生
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縮 青

苗津宇岳や安和岳は八重岳とともに.本駄半島の南部

地塊の主塔をなしてお り､古生層石灰岩を基盤とし､特

有の組物を有し､植物分類地理挙上興喋ある地域として

知 られている｡

近年､石灰岩の突出している山頂の席容とともに､沖

端本曲の主軸を一望のうちにおきめる崇観美 と相使 っ

て､登山者が多 く､観光面からの開発が進められ､更に

パインアップルや果実類の載増等で､山位か ら中腹にか

けて斜面の開拓がさかんに行なわれ､自然植生は破壌さ

れ､胎生の変化をきたしている現状である｡

これまで本地域の他生についての報告は全 くなく､著

者は1963年 2月か ら3月にかけて､番幹事岳や安和岳の

中腹か ら山頂にかけて､層に八重岳へ連なる斜面に残る

自然1鑑生 について､調査する機会を得たので#.の概略を

報告す ろ ｡

tl董thc･栂況と桝査方浅

水甑 串良は地照伊進上､本部楢 (M｡tobu･belt)に属

し､地形的に名誰断肋 こよって本島主軸か ら区分された

一血塊 山地 を形成 している｡空に この半臨都は班久地胎

よ り屈凝地矧 こ連なる､ほぼ頻西に走る柵逝鰍 こより二

分されてお り､瀞細事岳 (460m) や 安 和 岳 (419m)

は､ この二分 された南の地塊の中心をなしている｡この

=つの山はいずれ も急斜面をなしてお り､.深い谷を境に

して以西に相対 している｡山腰部はほとんど耕 地 化 さ

れ.又堀所によ りVイクヮVヤーの親機のため､他生の

壬賢乱 も見 られるので､調査地はこれ等の山の300m 以上

の姐生 につ いて突施した｡いずれの舶 地点 に お い て

も､古生暦石灰岩D砦塊が楳出してお り､上蛾は一般に

淡 く､風化産物は不適能である｡

参考までに調査地の南に位だしている名護の気疎条件

をあげれば次の通 りである｡即ち年降雨量は2135.7mm

(錠計年次19】ユ-1935),年平均気温22.7｡C (統計年

次1910-1925)である｡

調為:･fこあたっては放生批 区の大きさは1∝)mBを規準

とし,各調査区毎に鯛E:区内に出現する轍物について階

層別に噂占度'.樹高､活力度等を測定し,境に各諏登区

について海抜高や地形等もそれぞれ詞賓した｡これ等讃

態の対象となった群指は､いずれも同じ基態上に発適し

た他生であり､植生敷鶴も額似の相磯を示し､同質の他

生と考えられるので､得られた資料は同一の群溜組成表

に.まとめ､常在度や平均態度､項に総合慶占度を許出し

群落内における接の生憩的旋貧を示した｡

考察及び樺生瀬蝶

番印字岳や安和病の酢から中腹にかけて､耕地に利伺

できる斜面はほとんど開拓され､一瓢 こ残っている群落

も､伐採や井7)他の人鞄的破壊又は披叶等により､抑指

の組成常道も多様にわたっている｡

申蚊から八合剛こかけて､特に掛 IL宇塙の求刑両の一

部には､自然体の倣燭をうけて生じたススキ原野が殆適

し､叉安抑揃の閃斜両では映枕の払､現に代探が掛けら

れている部分もあるが､ほとんどの糾掛 ま那 L掛 こボす

ような肌fF.によりてllI.められている｡これらの那鰭u一

児叩純な桝ih'組成を形成しているように巧九られるが`

非'Wに多くの和籾をTJ'しているの

上I剛ま柿木脚を欠き､軌 8̀.6rn的後のイスノキ､ホル

トノキ､ヤプニッケイ,Vマタゴ亡馴こ,とり樹祉が膨I戊さ

れている｡兆の他Vヤリンバイ､クスノハれユダ､ リi

ウキJタグElクメモド牛､ †べク,ヒメユズ リへ サン

ゴt7.等の樹木もかなり√糾､机 だで佃現し､岨 こVログ

モ､エゴノキ､コクチンギ笹も軌 獅こより伽 ､柑)_a:を′持

す･13もあり.多くa)棚域をrTむ階桝怖臆せしている｡

低木柵 こおいでは,クロツグ､ナJJミポチ pクLy､リ1

ウキュクモクセイ等が広い唆rLiJ碇を示している｡しかし

本架より上脚 こ生酒の餅を持つヤブツバキ､VイクゥV

ヤ-､Vヲクペyノキ､クスノハガVワ､モクタチバナ.メ

クチノキ､ツゲモ ドキ等の棚燐もかなり伽 ､樹皮で出現

し､兆2)I由ギgクVソカ,クチナV,コクVユウタヤク.

ビVyLYユズネノキ等の碓水封 もかなりtiい樹皮で出現
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し複雑な組成を示している｡

林味を形成している草本軌 乙は､草植物やその他の種

邦が非常に多い｡これは上層が不柳の樹定を有している

群と.Vマタゴ､lI>ウキュクタロクメモドキ､エゴノキ

符の落饗性D相木を有している為と考えられる.ムサV

アブミ､ノ Vラン等は串本屑を代求する拶占礎である｡又

イVカグマやカツモクイノ デ等の羊歯組物や リュウキュ

クツルコクL7等もかなり前い紛占度を示している｡妹7)

他､常在度の訪い苛本筋として､ヤリノホクリノ､ラy､

llクコタラy､アリモリソク､タVロスケ､セイタカス

ズAVソク､ツワプキ､クマVタ.オナガエビオ､ホV

タ､エダウチチヂミザす､等があり､文革組物としてキ

メタ､リ177キュクテイカカメラ.トキワカモノズル､サ

クラタン.カラスキパサンキライ､フクトクカメラ､Vチ

タマカメラ､ソ}モノカズヲ､オキナワソケイ等がある｡

このように多 く の貰 地 物 が 出 現 す る q Iは , 基 盤 を な す 石

灰米 のitf塊 が 休 妹 に 襟 出 し ､ 鼻 組 物 に 生 活 7)切 を 与 え て

い る と い う J T も 又 一 つ の瓜 凶 で は な い か と 考 え ら れ る ｡

ll'aこの珊掛 ま柘井朋を欠き､低木掛 乙は上岡の地相が

かなり多く/rL背しており､発遜 しっ1ある郎箔と考えら

れる｡一方hnY浦はm継御棚とfd賃の古生脚石灰岩を遊

qIこもつ即鞘であるので､同一系列の上にある即席と考

えられるが､Il可じ耶措J糾こ兜迎するかどうかは､両群格

の蜘 一打仲良や地相を比峨した助合､昭に検肘する必要が

あると考えられる.参考までに木調f･区内に出現した種

類と､天野 (1956)の報岱による田港御獄の粒相と比較

してみると次の様であろ｡即ち未調査区内に出現し､田

港 御 棚 に産しない屈原として36超を数え､叔7)主な種類

と して ポ ロポロノキ､アオバノキ､ リュウキュウノ､ナイ

オ タ ､ ハ マ ヒサカキ､カゴノキ､クマヤナギ､ モ チ ノ

キ ､ コ ク V ユ ク クヤク､コクチンギ､エゴノキ､アラカ

V ､ ●コ ゴ メ ス ケ ､ ヌカポVクilノ､ラン､ヤマアイ､ホソ

バ テ ン ナ y V g ク ､ トキワカモメズル､ミドリカタヒバ､

ヌ ス ビ ト ハ ギ ､ オ キ ナ ワティV匂クソク､ リュウキュク

ツ ル コ ク i7､ セ イ タ カ ス ズムVソク等をあげる串が出来

る ｡ 同 港 抑 放 内 に 5 個 の 他 生調奄区を設け､その禍を区

内 に 出 現 した 鍾 類 で . 本 調 度区内に出現しない種類とし

て 27唖 を 数 え ､ そ の 中 で 主 な 価額としてムクイヌビワ､

ヤ ェ ヤ マ ネ コ ノ チ チ ､ V V ア クチ､オオバル リミノキ､

ギ ■ ポ ク ､ ク ワ ノ ノ､エ ノ キ ､ ア カギ､イヌビワ､グッキ

ツ ､ グ ミ モ ド キ ､ ニ イ タ カ マ ユ ミ､モソバイノコヅチ､

ナ ナ パ ケ V タ , ア コ ク ネ ブ タ イ ラン.クスバVタ､ヒロ

ハ チ デ ミ ザ す ､ ト キ ワ ヤ ブ - ギ 等をあげる事が出来る｡

更に木調有区内に出現する種類と田港勧銀との共通種と

して78種を数え､主な種炉として Iベラ､クスノハカニ

デ､Vgウペ ソノキ､モクタチバナ､サンゴLyェ､バク

チノキ､ツゲモ ドキ､Vロタモ､タブノキ､イスノキ､

ヤプニッケイ､ホル トノキ､i/イクヮVヤー､クスノ-

ガVワ､ギョクVyカ､クロツグ､ナガ ミポチョウL?､

クチナi/､Dユウキュクモクセイ､オオタニワタリ､ク

ワズイモ､ノVラy､カツモクイノデ､カラスキバサン

キライ､フクトタカズラ､ソメモノカメラ､オキナワソ

ケィ､9ェウキュククマノスメタナ､キメタ､ リェウキ

ュクテイカカメラ等がある｡

結 曹

沖縄の自然は､広 く人為排や二次､榊こよって占められ

ており､その植生の実態を知る事は､産業開発の最も基

礎的な事項と考えられる｡今回の報告は同一季節のみの

謁F･によるものではあるが､同地方の植生の概略を知る

串が出来ると考えられる｡

尚沖組には時代を異にする石灰岩があ り､それぞれを

基盤に持つ櫨生の対比も又重要な事 と考えられるが今後

の謙虚にしたい｡

※付記 :使用した学名は､初島､天野の沖孤植物日掛 こ

よった｡
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Summary

MotobuPeninsulaisdividediEltOtwo moun-

tainoustracts (northernand southem tracts)by
avalleyrunningfrom ToguchitoKatena.

Katsuu･dake(460 m)aFldAwa-dake(419m)
arethehighestI光aksoftheSouthem mountainous
tractlOfthePeninsula.Thesetwomountainsconsist

ofpalaeo乙Oiclimestone,andarecoveredwith the

followingdominants叩 Cies:

Upperlayer･･･-･DiBtyllitlm r&Cettl伽um,
Cihn&TnO7ntlmj叩onictLn,EIBeOC8rp朋
8ylyeBtri8,Rh叩hio】epiB.hiir&nen8iB.
RhAttLnu8titlkitLetLBi8,AceroblonptrL
var.ito&num and Fr■ⅩiTtuBiJUtLlAT紬.

Shrublayer--･T&renrL&gyOktlBhillkw&,
AT･eng■engleri,P叩Chotri■IitlkiuenBi8,
08m&TtthI)a bz･&cte&tt)8, C&meI1ia

j叩omic&,citru8depreeB&andAhllohB
philippen8iB

flerblayer-････Ari8■em& ringen8. Ophio･
pogorL j&burJLm, Coly甘i8 Yrightii,

1.ip&ri8 forTt108&n&,MicrolepiBBtri･
goB&.CtehitiB8ubgl■n血loB&,ArdibjA
pBilIAf.liukiuenBiO,FederJLrhombe■.

TrAchelo叩ermtlm liukiqeTUe and

TyloJ)hor8j■pnicA










